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ツ
イ
ン
シ
テ
ィ 

整
備
の
推
進

問
　
土
地
区
画
整
理
事
業
や
公

共
下
水
道
整
備
、
相
模
小
学
校

建
設
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
今
年
度
末
に

は
総
事
業
費
の
約
87
％
を
執
行

す
る
予
定
で
あ
る
。
公
共
下
水

道
は
下
水
道
管
の
敷
設
な
ど
を

進
め
て
お
り
、
全
体
延
長
の
約

86
％
が
進
捗
し
て
い
る
。
相
模

小
学
校
は
今
年
12
月
の
完
成
を

予
定
し
て
い
る
。

問
　
南
北
都
市
軸
の
新
し
い
公

共
交
通
の
協
議
状
況
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
バ
ス
事
業
者

な
ど
と
交
差
点
の
道
路
改
良
に

つ
い
て
調
整
し
て
い
る
。
連
節

バ
ス
は
、
バ
ス
事
業
者
や
厚
木

市
と
、
公
共
交
通
需
要
の
共
有

や
走
行
ル
ー
ト
の
課
題
解
決
に

向
け
た
協
議
を
進
め
て
い
る
。

問
　
経
路
に
つ
い
て
は
ど
の
よ

う
な
検
討
を
し
て
い
る
の
か
。

交
通
政
策
担
当
部
長
　
平
塚
駅

か
ら
国
道
１
２
９
号
へ
出
る

ル
ー
ト
と
し
て
、
四
つ
角
を
右

折
す
る
ル
ー
ト
、
宮
の
前
の
交

差
点
を
右
折
す
る
ル
ー
ト
、
市

役
所
前
の
交
差
点
を
右
折
す
る

ル
ー
ト
を
調
整
し
て
い
る
。

問
　
ま
ち
び
ら
き
は
い
つ
ご
ろ

を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長
　
で
き
れ
ば
令

和
4
年
度
に
は
開
催
し
た
い
と

主
催
者
か
ら
は
聞
い
て
い
る
。

西
部
地
域
の 

ま
ち
づ
く
り

問
　
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
な
ど

の
実
現
化
に
向
け
た
具
体
的
な

検
討
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長
　
基
礎

調
査
の
結
果
や
、
地
域
が
作
成

し
た
吉
沢
地
区
の
将
来
構
想
を

基
に
検
討
を
進
め
、
地
域
、
学

術
機
関
、
土
地
を
所
有
す
る
企

業
及
び
本
市
の
4
者
で
合
意
形

成
を
図
る
。
短
期
的
に
は
、
収

穫
体
験
農
園
の
開
設
な
ど
、
将

来
的
な
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
つ
な

が
る
取
り
組
み
を
地
域
と
連
携

し
て
進
め
る
。

問
　
運
営
や
活
動
範
囲
の
拡
大

に
は
法
人
化
な
ど
の
仕
組
み
づ

く
り
が
必
要
で
は
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長
　
柔
軟

な
事
業
展
開
が
で
き
る
な
ど
の

利
点
も
多
い
た
め
、
法
人
化
は

有
効
な
手
段
と
考
え
て
い
る
。

神
奈
川
大
学
の
移
転

問
　
移
転
が
及
ぼ
す
影
響
を
ど

う
捉
え
て
い
る
の
か
。

企
画
政
策
部
長
　
本
市
と
の
交

流
事
業
を
は
じ
め
、
消
費
活
動

の
縮
小
に
伴
う
経
済
面
や
、
地

域
の
公
共
交
通
、
生
活
環
境
な

ど
に
及
ぼ
す
影
響
が
見
込
ま

れ
、
移
転
は
市
全
体
の
問
題
と

捉
え
て
い
る
。
何
ら
か
の
形
で

大
学
と
し
て
の
継
続
を
要
望
す

る
と
と
も
に
、
移
転
後
の
利
活

用
に
関
す
る
情
報
を
求
め
て
い

る
。
得
ら
れ
た
情
報
は
地
域
と

共
有
し
対
応
を
検
討
す
る
。

問
　
大
学
に
残
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
の
は
地
域
の
大
き
な
要
望

で
あ
る
。
市
は
、
大
学
と
地
域

そ
れ
ぞ
れ
と
定
期
的
な
連
携
を

図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
う
が
、
考
え
を
伺
う
。

企
画
政
策
部
長
　
大
学
側
で
も

何
か
し
ら
の
考
え
を
進
め
て
も

ら
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

粘
り
強
く
働
き
掛
け
を
続
け
て

い
き
た
い
。

農
福
連
携
事
業 

に

つ

い

て

問
　
本
市
が
取
り
組
む
農
福
連

携
の
考
え
方
を
伺
う
。

産
業
振
興
部
長
　
高
齢
化
や
担

い
手
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
農
業

と
、
障
が
い
者
の
就
労
支
援
の

推
進
な
ど
に
取
り
組
む
福
祉
の

連
携
で
、
農
業
と
障
が
い
福
祉

の
充
実
や
課
題
解
決
に
つ
な
が

る
も
の
と
考
え
る
。

問
　
県
で
は
農
福
の
マ
ッ
チ
ン

グ
を
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
育
成
し
、
令
和
５
年
度
か
ら

の
自
走
化
に
取
り
組
む
事
業
を

実
施
し
て
い
る
。
本
市
の
自
走

化
に
向
け
た
考
え
方
を
伺
う
。

産
業
振
興
部
長
　
以
前
、
関
係

各
課
に
よ
る
農
福
連
携
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
、
契
約
書

の
ひ
な
型
な
ど
基
礎
的
な
も
の

は
で
き
て
い
る
が
、
農
家
と
福

祉
事
業
所
が
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る

仕
組
み
が
で
き
て
い
な
い
。
県

の
事
業
で
育
成
さ
れ
た
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
活
用
し
、
自

走
化
を
目
指
し
た
い
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
創
出　

青

少
年
育
成
へ
の
活
動
支
援　

ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

須藤 量久 議員 黒部 栄三 議員

数田 俊樹 議長 佐藤 貴子 議員

清風クラブ 所 属 議 員

■ 子どもたちにゆたかな学びを保障するために、教職
員定数改善と教育予算の増額、義務教育費国庫負担
制度の堅持・拡充を求める意見書（抜粋）

　昨年から続く感染症対策は、教職員が子どもたちと
向き合う時間の確保を困難なものにしています。加え
て、新型コロナウイルス感染症が子どもの心へ与えて
いる影響は大きく、現場教職員からは子どもたちの異
変に対する心配の声が聞かれます。しかし、教職員の
多忙化は深刻であり、子どもたちに向き合う時間の確
保にもつながるスクールサポートスタッフやＩＣＴ支
援員、子どもたちに様々な視点からかかわるスクール
カウンセラーやスクールソーシャルワーカー等、学校
を支えるスタッフの配置は不十分な状況です。
　よって、次の事項について配慮されるよう、強く要
望いたします。
　１�　中学校での35人学級を早急に実施すること。ま
た、30人学級の実現に向けて検討すること。

　２�　学校の働き方改革・長時間労働の是正を実現
し、教職員が子どもと向き合う時間を確保するた
めに、加配の増員や少数職種の配置増など教職員
定数改善を推進すること。

　３�　スクールサポートスタッフやＧＩＧＡスクール
サポーター、ＩＣＴ支援員等の配置の拡充のため
の必要な財源の保障を行うこと。

　４�　教育の機会均等と水準の維持向上をはかるた
め、義務教育費国庫負担制度の負担割合を２分の
１に復元すること。

　議員から、次の意見書が提案
され、全員異議なく可決しまし
た。ホームページには全文を掲
載しています。意見書

し た可 決

　新型コロナウイルスのワクチン接種に関して、６５歳以上の高齢者接種を
７月末までに完了させるため、「平日に平塚市役所での集団接種」「レモン
ガススタジアム平塚での集団接種」「土・日曜日に保健センターでの集団
接種の枠拡大（時間延長・医師増員）」の３つの取り組みが実施されるこ
とになりました。それに伴い、関連経費の２億３３０２万円が補正予算として
計上され、今定例会中に追加議案として提出されました。
　議案の提出に当たっては、その重要性と緊急性を鑑み、会派代表者への
事前説明や議会運営委員会における詳細説明が求められました。議員から
は、「重要な予算なのでぜひ賛成したい。希望する人がしっかりと接種で
きるように進めてほしい」「総合計画の実施計画と整合をとって進めるこ
とも必要ではないか」との意見があったほか、打ち手の確保状況や市民へ
の周知方法についても質問がありました。さらに、今後は市民や議会へき

め細かく情報提供していくよう要望がありました。
　本会議第５日目に追加議案が提出され、質疑では、「接種を希望しな
い人にも配慮しながら加速化を進めてほしい」「予約状況をリアルタイ
ムに発信する仕組みをつくって接種をスムーズに進めてほしい」との意
見があったほか、８月以降の接種に関する詳細などが問われました。
　本議案は、初日に提出されたワクチン接種関連の補正予算に追加計上
する内容ですが、迅速な対応が必要であることから、初日に提出された
議案の議決が行われる最終日を待たず、第５日目に即日で採決が行わ
れ、全員異議なく可決しました。

【ワクチン接種を加速化するための経費の内容】
新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業������ ３,9０9万円
新型コロナウイルスワクチン接種事業�������� １億7,7６５万円
休日・夜間救急医療推進事業����������������２０万円
人件費������������������������ 1,６０8万円

　新型コロナウイルスワクチンの
　接種加速化に係る補正予算を可決

そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
解
決
に
つ
い
て

坂
間
　
正
昭 

議
員

　皆さんの意見や要望を議会に伝え、市政に反映さ
せる方法として請願と陳情があります。
　請願は、紹介議員を必要とし、提出後は所管の常
任委員会などへ付託して審査します。その後、委員
会審査の結果を本会議へ報告し、議会としての採択、
不採択などを決定します。
　陳情は、請願と同じよ
うな性格のものですが、
紹介議員を必要とせず、
提出後は議会運営員会で
その取り扱いについて協
議します。

請願・陳情を市議会へ

諸伏 清児 議員


